
防災減災ワークショップの開催

地域住民とのブロック塀点検

小中学校向け学習教材の作成

防災減災への実践点検評価技術の開発

赤：要点検橙：経過観察緑：経年観察

点群データの抽出・解析

小 ← 危険度 → 大

判定結果の可視化

地区

基本情報 点検結果の入力と判定

基準 A B C D

○ 確認方法

△ 建築後年数 （年）

✕

○ 元の高さ （m）

✕ 増積部の高さ （m）

○

✕

塀の高さ：2.0ｍ以上 厚さ：15cm以上 ○ 高さ （m）

厚さ：12cm以上 ○ 厚さ （cm）

厚さ：10cm以上 △

－ 上記以外 ✕

○

建築基準法遵守 △

建築基準法違反 ✕

○

✕

塀の高さ：1.2ｍ未満 控え壁：無し ○ 目視可否

控え壁：3.4ｍピッチ以下で配置 ○

控え壁：3.4ｍピッチ以上で配置 △

控え壁：無し ✕

○

✕

○ 傾斜角度 （°）

✕

○ 最大幅 （mm）

✕

○ 最大寸法（高） （mm）

✕ 最大寸法（幅） （mm）

○

✕

○ 移動量 (mm)

✕

○

-

（個別の判定の中で最も悪い判定を総合判定とする）

位置図

外観写真
など

その他
特筆事項

調査年月日

ブロック塀点検個票（案）

○○市○○町1-11-1所在地

□□　○○所有者名

D 倒　　壊

○

○

-

B

-

-

-

５年後に再点検

１年後に再点検

撤去を検討

速やかに撤去

整理番号

配置
（連続の有無）

汚れの原因

兼用用途

点検memo

A 経年観察

B 劣　　化

C 強度不足

総合判定

判定 評価

補強方法

D

望まれる対応

-

点検
結果入力

点検結果
判定

✕

C

-

-

-

D

-

B

-

○

○

○

✕

○

✕

○

○

△

✕

★

★

★

★

分類 点検項目 調査方法

あり

なし

あり

動かない

わずかでも動く

あり

なし

あり

なし

あり

塀の高さ：1.2ｍ以上

あり

なし

なし

判定基準

塀の高さ：2.0ｍ未満

10年未満

10年以上、20年未満

★

★

あり

なし

安全側事例 判定項目

★

★

★

★

★

・目視による推定
・聴き取り調査

目視確認
（新旧色の違い）

目視確認
（明らかな傾斜の有無）

目視確認
（1箇所以上で有り）

塀の高さ
ブロック塀の厚さ

メジャー計測
（前面に側溝がある場合は
　底面からの高さ）

なし

あり

なし

20年以上

なし

あり

塀単独

土留、外壁等を兼ねる

透かしブロック

触診により確認

鉄筋

④
保全

補強・転倒防止
対策等の有無

控え壁
控え柱
直行壁

目視確認

かさ木

①
基本

建築後の年数

②
外観

全体の傾き

目視確認

目視確認
（１ブロックでも有判定）

鉄筋探査機による確認

目視確認

目視確認

目視確認

目視確認

欠け・剥離
損傷

（目地割れ）

使用状況

著しい汚れ
（風化・劣化）

ひび割れ
（亀裂）

高さの増積み

③
耐力

ぐらつき

★

★

MMS画像

位置図

項目別判定

ブロック塀の管理台帳

取組名 センシングデータを用いたブロック塀の点検評価技術の開発と防災減災への実践

取組主体 摂南大学塚田義典、関西大学梅原喜政、関西大学田中成典、徳島大学上月康則、株式会社日本インシーク飯田章・平野順俊・下鳴恒彰

管理
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ブロック塀
ＭＭＳ計測

MMSを用いたセンシングデータの活用


